









4, 8, 11 ページで指摘した。
　われわれは、この F- ③断層について、ダ
ムサイト周辺および延長方向の現地踏査を行


















































表１　F- ③の推定延長方向で確認された露頭　（ダムサイトのデータは TR-3 展開図（4）による）













































ダムサイトの地質断面（Y ＋ 2 ～ Y － 4）の
8 枚の図を基に、左右両岸の等粒状閃緑岩脈
の貫入角度を比較したのが表 2 である。左岸





No. 地点名 東経 北緯 走向傾斜 地質 破砕帯の特徴
1 ダムサイト 137°33'43 35°05'65 N22W45~50S 片麻岩 右岸斜面、シルト・砂・角礫帯
2 野々瀬川 137°33'57 35°04'27 N20W80W 花崗岩 屈曲点、せん断亀裂、変質緑泥石
3 宇連山 137°35'34 35°01'28 N20W80W 松脂岩 林道法、せん断亀裂＋シルト・粘土
4 槙原川 137°36'18 34°59'53 NS 高角度 流紋岩 川床、亀裂＋変質岩、河道屈曲
5 槙原川支流 137°36'19 34°59'39 NS 高角度 流紋岩 右岸斜面角礫帯、斜面上部裂け目
6 養乙女沢 137°36'32 34°58'54 N40W80S 流紋岩 林道法、せん断面＋粘土
7 能登瀬 137°36'50 34°58'45 N40W80S 流紋岩 宇連川左岸合流沢、河岸段丘変位


























面の上部を拡大して図 5 とした。図 5 には、 





されている。M33 では深度 50m 付近、M42















　平成 27 年度報告書（1）36 ページに標高
360mの地質水平断面図が掲載されている（図
6）。これを見ると、右岸の河床に近い（X －
















Y ＋ 2 50 20~30
Y ＋ 1 60, 60 10~30, 40, 24
Y ＋ 0.5 55, 50, 50~60 27, 30, 33, 38
Y － 0 60, 55 30, 30
Y － 1 56, 49, 54, 54 40, 37, 30, 34, 30~35
Y － 2 60, 49, 49 30~40, 25~37, 33, 35, 30
Y － 3 50, 59, 49, 50, 46 33, 34, 35


































いた。2015 年 3 月の（Ⅰ）（8）では、1978 年
から 2008 年までの事業者の地質調査報告書
について批判的検討をおこなった。













































































































表 3　ダムサイト右岸の横坑・ボーリング調査で観測された F- ③断層の傾斜等
ウェブ上の報告（3）から（表１ F- ③断層の破砕帯が確認された横坑・ボーリングとデータ一覧）を引用
坑・孔番 深度 (m) 走向 傾斜 破砕幅 (cm) 劣化幅 (m) 偽傾斜（横断／上下流）
TR-3 99.0 N29W 50S 15~20 1~2 32S / 45W
M17 73.6 N27W 55W 10~15 　－ 36S / 51W
M25 78.6 N25W 40W 3.0 0.5 22S / 37W
M37 19.8 N20W 46W 10.0 2.7 22S / 43W
M42 54.45 N27W 37W 3.0 0.65 21S / 33W
M44 50.6 傾斜 75° 15.0 0.15 　－
M79 25.55 N50W 38S 10.0 0.4 32S / 25W
















































































平成 13 年 3 月，アイドールエンジニアリング，p.4













以上から、表２中の TR- ３の走向傾斜 N29W50S
は、基になった平成 12 年度報告書の N22W45 ～
50S の転記ミスではないかと推定される．ボーリ
ング M17 ～ 80 の 7 本のデータについて、走行の
示されていない M44、最大の値を示す M79、最小
の値を示す M80 を除いた残り 4 本のボーリング













































プ　代表　市野和夫、本文 4 ページ、図版 8 ページ、
2019 年 3 月．
下記ウェブサイトに掲載





ム地質調査グループ、図版 7 枚、6 ページ、2019
年 3 月．
下記ウェブサイトに掲載
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/
uploads/2019/04/haikeisetsumei_ikensho190311.
pdf
（11）

